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Ⅰ 問題と目的

令和2年度の内閣府青少年のインターネット利

用環境実態調査（内閣府，2021）によれば，高校

生のインターネット利用率は，男子で98.5％，

女子で99.3％であり，全体の98.9％がインター

ネットを利用している。もっとも利用者の多い

「スマートフォン」での利用内容を見てみると，

高校生男子では，多い順にコミュニケーション

（メール，メッセンジャー，ソーシャルメディア

など）が91.5％，動画視聴が89.1％，ゲームが

88.7％となっている。一方高校生女子では，コミュ

ニケーションが95.2％，動画視聴が90.3％，音

楽視聴が87.1％である。こうしたインターネッ

ト利用の普及とともに，インターネットの過度な

利用と，それに伴い生活や健康に支障をきたす，

いわゆるインターネット依存と呼ばれる問題が指

摘されるようになった。

Griffiths（2005）によれば，インターネット使

用には，耐性（tolerance），重要視（salience），

気分の変化（moodmodification），引きこもり

（withdrawal），葛藤（conflict），再発（relapse）

といった，薬物依存に近い次元（dimension）が

含まれており，インターネット依存は，薬物依存

に近い特徴を示す。Young（1998）もこの点を指

摘し，インターネット依存は社会的にも注目され

ている。日本においても，インターネット依存に

関する研究は多く認められる（たとえば，藤井，

2019；井上・小嶋，2018；稲垣ら，2017；片山・

水野（松本），2016；宮城ら，2020；澤井・福岡，

2018；瀧，2016；田ノ上・田邊，2020；鄭・野島，

2008）。

さらにYoung（1998）は，こうしたインター

ネット依存の程度を測定するための20項目から

なるInternetAddictionTest（IAT）を提案した

（表1）。IATでは，それぞれの項目に対し，たと

えば，「睡眠時間をけずって，深夜までインター

ネットをする（Doyoulosesleepduetolate

nightlog ins?）」ことが，「全くない（1）」から

「いつもある（5）」の5件法で回答を求めること

により，20項目の合計点によって回答者のイン
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要約

本研究ではYoung（1998）のインターネット依存尺度（InternetAddictionTest:IAT）を日本の女子高

校生49名を対象として実施し，因子分析を実施した。その結果，“囚われ”，“過剰使用”，“本業怠慢”，

“気晴らし”，“ネット優先”の5因子が抽出された。同時に測定された個人特性とこれら5つの下位尺度

得点との相関を検討したところ，セルフ・コントロール，学習意欲は本業怠慢と関連していることが示さ

れた。一方で，外的要因による行動のコントロールと囚われ，気晴らしとの間にも関連が示された。さら

にJung心理学的タイプにおける外向－内向や，BigFiveにおける協調性とネット優先との間に関連が

認められた。
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表1 YoungのIAT：Widyanto&McMurran（2004）の因子分析結果に基づく



ターネット依存の程度を判定する。たとえば，こ

の合計点が70点以上であれば，生活に重大な影

響をもたらす高いインターネット依存であると判

定される。このように，一般には一因子構造と捉

えられ，使用されることの多いIATであるが，

多因子構造を指摘する研究もあり（たとえば川原，

2021），岡安（2016）によれば，その因子構造は，

文化的背景や対象者の属性によって異なっている

とされている。

たとえばWidyanto&McMurran（2004）は，

Young（1998）のIAT20項目を対象に調査を実

施し，男女86名（男性29名，女性57名）のデー

タを用いて因子分析を行い，その結果，6つの因

子を抽出した。それらは，囚われ（Salience），

過剰使用（Excessiveuse），本業怠慢（Neglect

work），心待ち（Anticipation），統制欠如（Lack

ofControl），社会生活の無視（NeglectSocial

Life）の6つである（表1）。さらに，香港の大

学生410名を対象に，データを収集し，因子分析

を行なったChan&Law（2008）は，引きこもりと

社会的問題（WithdrawalandSocialProblems），

時間管理と本業（TimeManagementandPerfor-

mance），現実逃避（RealitySubstitute）の 3

つの因子を抽出した。

またWidyantoetal.（2010）は，心理的／情

緒的葛藤（Psychological/EmotionalConflict），

時間管理の問題（TimeManagementProblems），

気分変化（MoodModification）の3因子を抽出

し，アメリカの大学生215名を対象にオンライン

調査を実施したJelenchick,etal.（2012）は，依

存的使用（DependentUse）と過剰使用（Exces-

siveUse）の2因子を抽出した。さらに，異なる

4種類のサンプルを使用したPawlikowskietal.

（2013）は，統制欠如／時間管理（LossofControl/

TimeManagement）， 囚われ／社会的問題

（Craving/SocialProblem）の2因子を抽出して

いる。レバノンの大学生 256名を対象とした

Samahaetal.（2018）は，統制欠如（Lackof

Control），社会的な引きこもりと情緒的葛藤

（SocialWithdrawalandEmotionalConflict），

時間管理の問題（TimeManagementProblems），

問題行動の隠蔽（ConcealingProblematicBeha-

vior）の 4因子を抽出している。日本人大学生

299名を対象としたOsada（2013）は，社会的相

互作用の問題（SocialInteractionProblems），

仮想現実（VirtualReality），強迫性と衝動性

（ObsessionandImplusion）の 3因子解を報告

している。また，同じく日本人大学生711名を対

象にデータを収集し，因子分析を行なった川原

（2021）は，「コントロール喪失」と「執着と恥・

苛立ち」の2因子構造を提案している。

これらの先行研究で示された因子構造の中心に

は，囚われの感覚や，時間管理等のコントロール

が失われていること，本業や社会的な行動に差し

障りが生じていることなどがあり，共通する部分

も多い。しかし，先述のように文化的背景や対象

者の属性によって異なるとされるこの因子構造は

流動的である。さらに，日本人を対象とした研究

においては，その因子構造の検討はそれほど進ん

ではいないと言える。また，そうした中で，多く

の研究が大学生を対象とした尺度の検討を行って

おり（たとえば川原，2021；Osada，2013），高

校生や中学生を対象とした研究はまだ少ないと言

わざるを得ない。そこで，本研究では，高校生，

特に，内閣府（2021）の調査においても，男子に

比べて，よりインターネットの使用率の高いと考

えられる高校生女子に焦点を当て，Young（1998）

のIATを実施し，改めて因子分析を行うことで，

その因子構造を検討する。

高校生向けのインターネット依存尺度としては，

鶴田ら（2014）が「高校生向けインターネット依

存傾向測定尺度」を提案している。この尺度は，

「精神的依存状態」「メール不安」「長時間利用」

「ながら利用」「対面コミュニケーション不安」の

5因子39項目からなる尺度である。そして，こ

れら39項目の得点の合計をインターネット依存

傾向の得点とし，これとYoung（1996）の尺度

との間にr＝.918の相関があることを報告してい

る。一方で，鶴田ら（2014）のこの尺度は，2014

年当時の状況を反映して，高校生向けに特化する
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ために，メールに焦点化した質問項目を含んでい

る。しかしながら，現在ではLINE，Twitter，

Instagram，Facebookなど，SNSの発展やその

機能の多様化に伴い，あえてメールに特化するこ

とが適正な「インターネット依存」を測定できる

のかについての疑問も残る。また，この尺度の項

目数はYoung（1998）の項目の倍近いもの（39

項目）であり，実施における簡便さについては改

善の余地もあると考えられる。

そこで本研究では，20項目からなる Young

（1998）の尺度に立ち返り，この項目を改めて吟

味することを目指す。さらに，依存傾向と関連す

ると考えられるセルフ・コントロール，高校生に

とって本業と考えられる学習に対する意欲，さら

には遅れに対する態度，そして，BigFiveやJung

の心理学的タイプ論に基づくパーソナリティを同

時に測定し，これらとIATとの関連を検討する

ことで，因子構造に関する妥当性を吟味する。

Ⅱ 方法

調査時期

調査は2021年5月から11月にかけて，3回に

分けた質問紙調査として実施された。

調査対象者

近畿圏の A女子高校に所属する高校生 49名

（平均年齢17.4歳，SD＝0.50）が調査に参加した。

質問紙の構成

本研究で取り扱う質問紙は，①Young（1998）

によって作成された InternetAddictionTest

（IAT），②杉若（1995）の「日常的なセルフ・コ

ントロール尺度」，③河村（1999a，1999b）のス

クールモラール尺度のうち「学習意欲尺度」，④

安藤・川上（2006）の「遅れに対する態度尺度

（VODKA2005）」，⑤Jungの心理学的タイプの

理論に基づき佐藤（2005）が作成した「JPTS

（Jung・spsychologicaltypescale）」，⑥小塩ら

（2012）が作成した「TIPIJ（TenItem Per-

sonalityInventoryJapaneseversion）」の6つ

の尺度を含んでいた。

①Young（1998）によって作成されたInternet

AddictionTest（IAT：20項目）については，

「インターネット」に対する依存の程度を測定す

るための尺度である。「気がつくと思っていたよ

り，長い時間インターネットをしていることが」

のように，文の途中で止められた質問項目に対し

て，「全くない（1）」，「ときどきある（3）」，「い

つもある（5）」の5件法で，普段の生活について

の評定を求めるものであった。項目は一通りのラ

ンダムな順番で配置され，評定が求められた。

②杉若（1995）の「日常的なセルフ・コントロー

ル尺度」（20項目）は，「問題解決方略や遅延に

関する項目」が含まれる“改良型セルフ・コント

ロール”（8項目），「几帳面さ・計画性に関する

項目」が含まれる“調整型セルフ・コントロール”

（5項目），自己制御とは異なるレベルでの対処方

略を含む“外的要因による行動のコントロール”

（7項目）の3因子から構成される。「ものごとに

集中できないときには，集中する方法を見つけ出

す」（改良型セルフ・コントロール），「憂うつな

ときには，楽しいことを考えるようにしている」

（調整型セルフ・コントロール），「自分の悪い習

慣をやめるには，外部からの手助けが必要である」

（外的要因による行動のコントロール）などの項

目に対して，「全くあてはまらない（1）」から

「まさにあてはまる（6）」までの6件法で回答が

求められた。項目は一通りのランダムな順番で配

置され，評定が求められた。

③河村（1999a，1999b）による「学習意欲尺

度」（4項目）は，学校の勉強に意欲的に取り組

んでいるかを測定する尺度であり，「学校の勉強

には自分から自主的に取り組んでいる」などの4

項目から構成される質問項目に，「全く当てはま

らない（1）」，「どちらとも言えない（3）」，「とて

も当てはまる（5）」の5件法で，回答を求めるも

のであった。これら4項目は，以下に詳述する

「遅れに対する態度尺度（VODKA2005）」と併せ

て，一通りのランダムな順番で配置され，評定が

求められた。

④安藤・川上（2006）の「遅れに対する態度尺

度（VODKA2005）」（37項目）は，自分の遅れ
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に対して悪いと思う態度である“自分の遅れに対

する罪悪感”（21項目），他者の遅れを非難する

“他者の遅れに対する非難”（12項目），遅れ一

般に対してその自己責任性を重視する態度である

“遅れの自己責任性”（4項目）に対応する37項

目に対して「全く当てはまらない（1）」，「どちら

とも言えない（3）」，「とても当てはまる（5）」の

5件法で回答が求められた。これら37項目は，

上記の「学習意欲尺度」と併せて，一通りのラン

ダムな順番で配置され，評定が求められた。

⑤JPTS（Jung・spsychologicaltypescale）

は，佐藤（2005）が，Jungの心理学的タイプの

理論に基づいて構成し，信頼性・妥当性の検討を

行っている尺度である。Jungの心理学的タイプ

の理論に基づき，“外向―内向”（9項目），“思考―

感情”（9項目），“感覚―直観”（9項目）という

3つの因子から構成される。佐藤（2005）に倣い，

「楽しみを内側の世界に求めるほうだ」（内向），

「楽しみを外側の世界に求めるほうだ」（外向），

などの対極的な文が左右に配置され，どちらが自

分により当てはまるかについて，「楽しみを内側

の世界に求めるほうだ」（内向）に「まったく当

てはまる（1）」から「楽しみを外側の世界に求め

るほうだ」（外向）に「まったく当てはまる（7）」

までの7件法で回答を求めるものであった。“外

向―内向”については，得点が高いほど外向，

“思考―感情”については得点が高いほど思考，

“感覚―直観”については得点が高いほど感覚，

となる。項目は上記までとは異なる質問紙に，一

通りのランダムな順番で配置され，評定が求めら

れた。

⑥TIPIJは，小塩ら（2012）が作成した日本

語版のBigFiveの性格特性5つについて測定す

る尺度である。外向性，協調性，勤勉性，神経症

傾向，開放性の5つの下位尺度それぞれ2項目，

合計10項目で測定される尺度であり，本研究で

は小塩他（2012）と同様に「全く違うと思う（1）」，

「おおよそ違うと思う（2）」，「少し違うと思う（3）」，

「どちらでもない（4）」，「少しそう思う（5）」，

「まあまあそう思う（6）」，「強くそう思う（7）」

の7件法で評定が求められた。これらの項目は

1項目ずつ，外向性，協調性，勤勉性，神経症傾

向，開放性の順に2回り配置され，上記2つとは

さらに異なる質問紙中に提示され，評定が求めら

れた。

手続き

大学教員が担当する，高校生向けの心理学系講

義の講義時間中（2021年 5月から 2021年の 11

月の期間）に質問紙が3回の質問紙調査として配

付され，調査対象者は集団で質問紙調査に参加し

た。調査対象者には個人ペースでこれらに回答す

ることが求められた。

倫理的配慮

調査の実施に際しては，その結果が統計的に処

理され，個人の結果が問題とされないこと，結果

は研究の目的以外に使用されないこと，参加は自

由意志によるものであり，いつでも質問への回答

を辞められることをフェイスシートに記載し，周

知した。これらの記載事項に同意する場合にのみ，

調査に参加することが求められた。

Ⅲ 結果

インターネット依存尺度の因子分析

IAT20項目に対して，あらためて最小二乗法，

Promax回転による因子分析を行った。因子の解

釈可能性を判断し，5因子解が妥当と考え，項目

や因子の解釈可能性や，どの因子にも因子負荷量

が｜.35｜未満であることや，複数の因子に対し

て因子負荷量が｜.35｜以上であることを考慮し

て，項目の削除を行った上で因子分析を繰り返し，

最終的に12項目からなる5因子解を採択した。

この因子分析表を表2に示す。

第一因子は，「インターネットをしていないと

きでもインターネットのことばかり考えていたり，

インターネットをしているところを空想したりす

ることが」，「次にインターネットをするときのこ

とを考えている自分に気がつくことが」の2項目

に負荷量が高く，インターネットをしていない場

面でインターネットに思いを馳せる傾向であり，

“囚われ”と命名された。第二因子は，「インター
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ネットをする時間を減らそうとしても，できない

ことが」，「インターネットをしているとき「あと

数分だけ」と言っている自分に気がつくことが」，

「気がつくと思っていたより，長い時間インター

ネットをしていることが」の3項目に負荷量が高

く，インターネットをしている場面で過剰な時間，

使用してしまう傾向であり，“過剰使用”と命名

された。第三因子は，「インターネットをする時

間を増やすために，家庭での仕事や役割をおろそ

かにすることが」，「インターネットのために，仕

事の能率や成果が下がったことが」，「インターネッ

トをしている時間が長くて，学校の成績や学業に

支障をきたすことが」の3項目に負荷量が高く，

インターネットをしていることで，本業に支障が

出る傾向であり，“本業怠慢”と命名された。第

四因子は，「インターネットをしていないと憂うつ

になったり，いらいらしたりしても，再開すると

嫌な気持ちが消えてしまうことが」，「日々の生活
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の心配事から心をそらすためにインターネットで

心を静めることが」の2項目に負荷量が高く，イ

ンターネットをすることで気晴らし（distraction）

の効果が得られる傾向であり，“気晴らし”と命

名された。第五因子は，「誰かと外出するより，

インターネットを選ぶことが」，「配偶者や友人と

過ごすよりも，インターネットを選ぶことが」の

2項目に負荷量が高く，インターネットを，対面

での対人関係よりも優先する傾向であり，“ネッ

ト優先”と命名された。

信頼性検討のために，各因子が高い負荷を示し

た項目の得点についてCronbachのα係数を算出

したところ，表2に示したように，.752～.886の

値が得られた。各因子に負荷量の高い項目の平均

値を個人ごとに算出し，これを個人の下位尺度得

点とした。そのうえで，“囚われ”，“過剰使用”，

“本業怠慢”，“気晴らし”，“ネット優先”の下位

尺度得点の平均値および標準偏差を算出し，これ

を表2に示した。

次に，インターネット依存尺度の下位尺度得点

間相関を算出し，この結果を表3に示した。なお

本研究では，相関係数の効果量についてはCohen

（1992）に倣い，|r|＝.10を効果量小，|r|＝.30を

効果量中，|r|＝.50を効果量大と判断した。“囚

われ”は，“過剰使用”，“ネット優先”との間に

効果量大の正の相関を，“本業怠慢”，“気晴らし”

との間に効果量中の正の相関を示した。一方で

“本業怠慢”は“囚われ”，“過剰使用”とは効果

量中の正の相関を示したものの，“気晴らし”，

“ネット優先”とは有意な相関を示さなかった。

このことから，本業の怠慢につながるような過剰

なインターネットの使用は，気晴らしの効果を求

めているわけではなく，さらに，対面での対人関

係の代替としての使用というわけでもないことが

示唆される。

関連尺度の尺度構成

続いて，個人特性を測定する日常的なセルフ・

コントロール尺度，学習意欲尺度，遅れに対する

態度尺度（VODKA2005），JPTS，TIPIJにつ

いて，すべて先行研究に倣って（下位）尺度の構

成を行った。JPTS以外は，対応する項目に対す

る回答の平均値によって，JPTSについては，そ

れぞれ該当する9項目の合計点によって，尺度得

点が算出された。これらの個人特性を測定する下

位尺度得点の平均値および標準偏差を算出し，こ

れを表4に示した。

次に，IATの下位尺度得点と個人特性の下位

尺度得点との相関係数を算出した（表5）。日常

的なセルフ・コントロール尺度については，“改

良型セルフ・コントロール”と“本業怠慢”の間

に効果量中の負の相関，“外的要因による行動の

コントロール”と，“囚われ”，“気晴らし”との

間に効果量中の正の相関が認められた。学習意欲

については，“本業怠慢”との間に効果量中の負

の相関が認められた。すなわち，学習意欲が低い

ことと本業怠慢の傾向が強いことの間に関連が認

められた。IATのその他の下位尺度得点との間に

は有意な相関は認められなかった。VODKA2005
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表3 インターネット依存尺度の下位尺度間相関



については，“自分の遅れに対する罪悪感”と

“気晴らし”，“ネット優先”との間に有意な正の

相関が認められた。JPTSについては，外向－内

向と“ネット優先”との間に効果量中の負の相関

が認められた。すなわち，外向であることと，ネッ

トより，対面による対人関係を優先する傾向とが

関連していることが示された。TIPIJについて

は，協調性と“ネット優先”との間，勤勉性と

“本業怠慢”との間に効果量中の負の相関が認め

られた。すなわち，協調性が高いことと，ネット

より，対面による対人関係を優先する傾向とが関

連していること，勤勉性が低いことと，本業怠慢

の傾向が強いことの間に関連が認められた。

Ⅳ 考察

本研究では，IATに対して，独自に因子分析

を実施し，囚われ，過剰使用，本業怠慢，気晴ら

し，ネット優先の5つの下位尺度得点を算出した。

このうち，過剰使用は，インターネットの使用の

仕方に関するものであり，どの程度依存的な行動

をとっているのかに関する尺度となる。囚われと

本業怠慢，ネット優先は，インターネットに依存

的になることで，どのような影響が出ているのか

に関する尺度であり，日常的にインターネットの

ことを考えたり，本研究の調査対象者である女子

高校生にとっての本業である勉学に遅れが出たり，

あるいは，対人場面よりもインターネットを優先

しているのかの尺度となる。そして気晴らしは，

インターネット使用に対する認知に関するもので

あり，インターネット使用が気晴らしの効果をも

たらすという認知に関わる尺度となる。これらの

尺度得点と，個人特性との関連について，相関分

析を行った結果，本業怠慢は改良型セルフ・コン

トロールと関連していることが示された。改良型
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表4 本研究で使用された個人特性下位尺度得点の平均値，標準偏差



セルフ・コントロールは「習慣的な行動を新しく

てより望ましい行動へと変容していくためのセル

フ・コントロール」（杉若，1995）であり，自発

的なセルフ・コントロールである。したがって，

インターネット使用に際しても，それが本業の妨

げとならないように使用するには，自発的なセル

フ・コントロールが必要であることが示唆される。

一方で，囚われ，気晴らしは，外的要因による行

動のコントロールと関連が示された。外的要因に

よる行動のコントロールは「他者依存の傾向や自

発的な行動に対する消極性」（杉若，1995）であ

り，インターネットに対する囚われから脱するた

めには，自発的な行動が必要であることが示唆さ

れる。さらに気晴らしとの関連からは，他者依存

的な傾向が，インターネット使用によって気晴ら

しの効果があるという認知やそこに気晴らしを求

める傾向と関連していることを示唆する。

VODKA2005については，自分の遅れに対す

る罪悪感と気晴らし，ネット優先との間に有意な

正の相関が認められた。これらの関連については，

現状では解釈可能性が低く，今後の検討が必要で

ある。

また，本業怠慢と学習意欲との間に関連が認め

られたことは，学習意欲が低ければ，本研究の対

象者である高校生にとっての本業である勉学を怠

慢しがちになることを示し，概ね妥当な結果であ

ると言える。

JPTSにおける外向－内向や，TIPIJにおけ

る協調性とネット優先との間に関連が認められた

ことは，対面での対人関係を優先することと外向

あるいは協調性とが関連することを示しており，

概ね妥当な関連であると解釈できる。同様に
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表5 IATの下位尺度得点と個人特性の下位尺度得点との相関係数



TIPIJにおける勤勉性と本業怠慢との間に関連

が認められたことも，妥当な関連であると言える。

八木（2017）は，IAT20項目の得点により，大

学生の調査対象者を，低群，中群，高群の3群に

分け，群間にBigFive（村上・村上，2001）の

得点差が認められるかを検討している。その結果，

協調性，勤勉性に関して，本研究の結果と整合的

な傾向が認められた。一方で八木（2017）におい

ては，外向性，神経症傾向（情緒安定性）におい

ても有意差が認められているが，本研究において

は，5％水準では検証することができなかった。

また本研究において認められる相関が，下位尺度

によって異なることから，八木（2017）の得た結

果について，更に詳細に検討することが可能となっ

たことを示唆していると考えられる。

以上のように，本研究においては，Young

（1998）の尺度が改めて因子分析され，どの程度

依存的な行動をとっているのか，依存的になるこ

とで，どのような影響が出ているのか，またイン

ターネット使用に対してどのように認知している

のかに関わる5つの因子が抽出された。これらと

個人特性との関連は概ね妥当なものであった。し

かしながら，本研究は，女子高校生49名のみの

データに基づくものであること，また，遅れに対

する態度については，明確な解釈ができていない

ことが本研究の限界点である。今後，データ数を

増やす，対象年齢を広げるなどしていきながら，

インターネット依存傾向について，より詳細に検

討していくことが必要である。
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